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別売ワイヤレスチューナーユニットの取付方法
●本機は、ワイヤレスチューナーユニットDU-350を2台まで追加することができます。（標準装備の1台と合わせ
て、最大3台まで使用可能）｡取付は、販売店または最寄りの弊社営業所にご相談ください｡
●作業の際、収納部のふたを開閉する必要があります。
※開閉のしかたについては、12頁の「収納部ふたについて」をご覧ください｡

2.チューナーカバーをはずす
・チューナーカバーの取付ねじをゆるめ、矢印の方向
に取りはずしてください｡(右図参照)

3.ワイヤレスチューナーユニットを組み込む
・ワイヤレスチューナーユニットをワイヤレスチューナー
ユニット取付部に挿入してください｡(下図参照)

4.チューナーカバーを元通りに取り付ける
・チューナーカバーを元通りに取り付け、取付ねじを締め
付けて固定してください｡(下図参照)

5.周波数を設定する
・出荷時は、グループ／チャンネル番号を「C11」に設定しています。周波数設定を切り換える場合は､16頁の「ワイヤ
レスチューナーの設定」、またはワイヤレスチューナーユニットの取扱説明書をご覧ください｡

6.収納部ふたを閉め、チャンネル表示ラベルを貼る
・元通りにふたを閉めてください｡
・設定したグループ、チャンネルと同じ表示ラベル(チューナーユニットに付属)を本機後面のワイヤレスマイク音量
調節つまみの下部に貼ってください。18頁の「ワイヤレスチューナーの設定」をご覧ください｡

1.収納部ふたを開ける
・収納部のふたを開けてください。

■取付けのしかた

ご使用中は､感電の恐れがありますので､取付作業をおこなわないでください｡
作業時は､必ず本機の電源プラグをコンセントから抜いてください。

①チューナーカバー
　取付ねじをゆるめる

②はずす

チューナーカバー

プラスドライバー
（別途ご用意ください）

コネクター

②つめをつめ固定穴に入れる

チューナーカバー

③取付ねじを
　締めて取り付ける
［参考］
  適正締付トルク 1.2N・m

①チューナーユニットを
　差し込む

ご注意
●チューナーカバーは必ず元どおりに取り
付けてください。
●カバーの取付ねじをしっかり締め付けて
チューナーユニットを固定してください。

ご注意
●ワイヤレスチューナーユニットは正しい
方向で挿入してください｡コネクターが
破損する恐れがあります｡

つめ固定穴
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スピーカー設定

シンクロドライブ

ライン出力

外部入力 2

外部入力 1

マイク入力

注意
電池の 　 　 を
逆に入れないで
ください。
長期間使用しない
場合は、電池を
取り出してください。 引き出す②

「PUSH」①
を押す

電池ケースの開け方
AC100V

トーン切換について
●使用する状況に応じて、最適なトーン（音質）に切換えて、ご使用いただけます。設定できるトーンは4種類です。

■トーン切換のしかた

メモ
●オーディオインターフェース IU-700からの出力には、
トーン切換の効果はありません。

ダンス
ミュージック

スピーチ
ノーマル

トーン切換

ハウリングとデッドポイントについて

●ワイヤレスマイクを移動しながら使用していると､突然音が出なくなる位置があります。この位置をデッドポイント
と言います。
　これはワイヤレスマイク、本機の内蔵アンテナ、壁､障害物などの位置関係により生ずるもので、故障ではありま
せん。本機の位置､あるいはワイヤレスマイクの位置を変えると、音が出るようになります。

■デッドポイントについて

●ワイヤレスアンプの出力音声をマイクが拾うと、音声のループが発生し、｢キーン｣というハウリングが起きます。
●マイクをワイヤレスアンプの真正面近くで使用したり､音量を上げ過ぎたりすると、ハウリングが起きやすくなり
ます。(下図参照)
●ハウリングが起きた場合は､ただちに音量を下げるか､マイクの位置をスピーカーの正面からそらすと止まります。

■ハウリングについて

正面で使う背面で使う
正面はワイヤレスアンプの
出力音声を拾い易く
ハウリングが起きやすい

背面はワイヤレスアンプの
出力音声を拾いにくく
ハウリングが起きにくい

※近づき過ぎない

収納部

●トーン切換のスイッチを回して、設定したいトーンに合わせ
てください。

設定内容
高音と低音が強調され、ダンスに最適な明瞭かつ迫力のある再生音になります。

高音が強調され、明瞭で聞き取りやすい再生音になります。

声が強調され、屋外などでも遠くまで音声が届きます。

音質の調整をしません。通常はこの位置でご使用ください。

設定トーン
ダンス

ミュージック

スピーチ

ノーマル
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シンクロドライブ TM について
●ワイヤレスアンプ（WA-872、371、372シリーズ）2台の音声をミックスし、両方のアンプから放送する機能です。
　異なる品番での接続も可能です（例えばWA-372と872）。
●2台のシンクロドライブ接続端子を適用コードで接続することで、シンクロドライブモードで動作します。
●シンクロドライブ時は、有線マイク：最大4本、ワイヤレスマイク：WA-872シリーズと組み合わせた場合、最大6本
/371、372シリーズと組み合わせた場合、最大4本を同時に使用することができます（ワイヤレスチューナー増設時）。

●同時に使用するワイヤレスマイクは、必ず同じグループの内の異なるチャンネルに設定してください。
　(1９頁の受信周波数表を参照)
●WA-872シリーズと接続して使用する場合、800MHz帯ワイヤレスマイクの設定は、WA-872シリーズの取扱説明
書「800MHz帯ワイヤレスシステムについて」の頁を参照してください。

■ワイヤレスチューナーの設定

通常時

音声を個別に
放送します

A B

A B

シンクロドライブ時

A+B A+B

A B

2台の音声を
ミックスして
放送します

適用コードで
接続

①接続する2台のワイヤレスアンプの電源を切ってください。
②2台のワイヤレスアンプのシンクロドライブ接続端子間を、適用コードで接続してください(下図参照)。
③2台のワイヤレスアンプの電源を入れてください。

■接続のしかた

ご注意
●必ず両方のワイヤレスアンプの電源を切ってください。電源が入った状態で接続すると、スピーカー
から大きな音が出ることがあります。
●シンクロドライブ接続端子と他の入出力端子を接続しないでください。
●シンクロドライブ機能使用時は、2台のアンプ間をシンクロドライブ接続端子以外で接続しないでください。
●誤動作防止のため、シンクロドライブ時以外は、必ず適用コードを外しておいてください。
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［適用コードについて］
・ユニペックス製 ラインコードLM-610（10m）（別売）をご使用ください。
※コードの長さが不足する場合、必要な長さの2極大形単頭プラグ付1芯シールド線をご使用ください。
　コードの長さは最長20mです。

収納部収納部

適用コードで
接続



ー24ー

1 2 3

OPENOPEN

OPEN

（オプション）

切 10 切 10 切 10 0 10 0 10

1 2 3 ワイヤレス マイク 外部入力 1

1

2

3
音量

0 10
ー12  dBV

ー56
ー42
ー22
ー2

dBV
マイク

ライン

DC IN
 12V

DC IN 12V

0 10

ダンス
ミュージック

スピーチ
ノーマル

トーン切換 エコー

外部電源 蓄電池

定格入力が25W以上
のスピーカーを接続して
ください。
保護回路を内蔵した
スピーカーを推奨
します。

注意

音量

0 10

40W

25W 25W
本体

4 ～16Ω　25W以上

A R I S E

＋外部

音量

0 10
ー12  dBV

ー56
ー42
ー22
ー2

dBV
マイク

ライン

スピーカー設定

シンクロドライブ

ライン出力

外部入力 2

外部入力 1

マイク入力

注意
電池の 　 　 を
逆に入れないで
ください。
長期間使用しない
場合は、電池を
取り出してください。 引き出す②

「PUSH」①
を押す

電池ケースの開け方
AC100V

バッテリー／充電中

シグナル

ピーク

プロテクト

A R I S E

電源

主音量

入

切

0

1

2

3

4 5
6

7

8

9

10

W i r e l e s s  A m p l i f i e r

1 2 3

操作のしかた
・各音量調節つまみは反時計回り最小の位置に合わせておいてください｡
・主音量調節つまみは、接続された全ての機器の音量に影響します。
　音量を調節する際、主音量は徐々に上げていくことをおすすめします。

有線マイクの使い方

1.有線マイクを接続する
マイクプラグをマイク入力ジャック
に接続する。

3.ワイヤレスマイクの音量を
調節する
主音量調節つまみとワイヤレス1
の音量調節つまみで、ワイヤレス
マイクの音量を調節してください。

2.ワイヤレスマイクの電源
スイッチを「ON」にする
アンテナ受信表示灯が赤色から
緑色の点灯に変わります。

電源スイッチを
「ON」にする

ワイヤレスマイクの使い方

1.電源を入れる
電源スイッチを押して電源を入れ､電源表示灯が点灯しているこ
とを確認してください（40W時：橙色、25W時：緑色）。
ワイヤレスマイク音量調節つまみを回し、ワイヤレスチューナーの
電源を入れると、アンテナ受信表示灯が赤色に点灯します。
※別売のワイヤレスチューナーユニットDU-350を増設していない
　スロットの受信表示灯は点灯しません。）

主音量調節
つまみ

電源スイッチ

電源表示灯

アンテナ受信
表示灯

バッテリー／充電中

シグナル

ピーク

プロテクト

A R I S E

電源

主音量

入

切

0

1

2

3

4 5
6

7

8

9

10

2.電源を入れる
電源スイッチを押して電源を入れ､
電源表示灯が点灯していること
を確認してください（40W時：橙
色、25W時：緑色）。

主音量調節
つまみ

電源スイッチ

電源表示灯

3.マイクの音量を調節する
主音量調節つまみとマイク音量
調節つまみで、マイクの音量を調節
してください。
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外部入力の使い方

CDプレーヤー
キーボード

有線マイク
カセットデッキ

2.入力感度を設定する
外部入力1に接続する場合、接続
する機器にあわせて、入力感度
を切換えてください。

入力感度
切換スイッチ

ー56
ー42
ー22
ー2

dBV
マイク

ライン

外部入力 1

4.外部機器の音量を調節する
主音量調節つまみと、外部入力
1、2音量調節つまみで、外部機器
の音量を調節してください。

外部入力2
音量調節つまみ

音量

0 10
ー12  dBV

外部入力 2

主音量調節
つまみ

電源スイッチ

電源表示灯

3.電源を入れる
電源スイッチを押して電源を入れ
､電源表示灯が点灯していること
を確認してください（40W時：橙
色、25W時：緑色）。

1.外部機器を接続する
外部入力1は、モノラルフォーン
ジャックです。入力感度を切換
えて、マイクやキーボードなど
色々な機器を接続できます。

外部入力2は、ステレオピンジャック
です。ライン入力専用です。音量
調節つまみで入力レベルを調節
できます。
※ステレオ入力した場合でも　
　出力はモノラルになります。
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音源ファイルについてはデータ書込みの状態、及び使用メディアの性能 ･ 品質
などにより、正常に再生できない場合がありますので、ご使用に際しては充分
ご注意ください。

音源ファイル再生上のご注意

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部の説明

接続するBluetooth®機器について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
使用するメディアを準備する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
　□メディアの準備について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
　□誤消去防止スイッチについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
　□ご使用可能なメディアについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
　□音源ファイルの準備について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28
　□メディア内のファイルのバックアップについて・・・・・・・・・・・・29
各部の名称と説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30、31
音量を調節する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32
SD/USB音源を再生する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32～34
メディアを取り外す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35
リピート・ランダム再生をする・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36
Bluetooth®音源を再生する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37、38
自動再接続機能を使用する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39、40
音声が途切れた時は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40
エラーメッセージの説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41

目　次

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

26～41頁は、組み込まれているSD/USB/Bluetooth®プレーヤーユニット SDU-B202
についての説明です。
このユニットはSDカード/USBメモリーに収録されたMP3形式の音源ファイル及び
Bluetoothで接続した機器の音源ファイルを再生することができます。
SD/SDHCカードおよびUSBメモリーは別売です。用途に適した容量のものを、別途
ご用意ください。

Bluetooth®のワードマークとロゴは、Bluetooth SIG,Inc.が所有する登録
商標で、日本電音株式会社はこれらの商標を使用する許可を受けています。

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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SDロゴ、SDHCロゴは商標です。

使用するメディアを準備する

●SDU-B202のご使用にあたってはSDカード/USBメモリーを別途ご用意してください。
　用意するにあたっては下記の点にご注意ください。

□SDカードの準備について
・SDカードは、SD規格で使われているロゴタイプ（右記参照）が明示されたもの
を使用してください。

・容量32ＧＢまでのSD/SDHCカードに対応しています。
・ｍｉｎｉSD/SDHCカードやｍｉｃｒｏSD/SDHCカードは使用しないでください。
アダプターの仕様により動作しないものがあります。

・SDXC（SD Extended Capacity）規格のSDカードには対応しておりません。

メディアの準備について

□USBメモリーの準備について
・USBマスストレージクラス準拠USBメモリーを使用してください。
　容量32ＧＢまでのUSBメモリーに対応しています。

□SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチをロック側にしますと、
録音、消去などカードの内容を変更することができません。再生時に
誤操作によるデータの消失を未然に防ぐため、このスイッチをロック
側にされることをお勧めします。

誤消去防止スイッチ

SDカード

LO
C

K

LO
C

K

ロック解除
（OFF）
ロック解除
（OFF）

ロック
（ON）
ロック
（ON）

誤消去防止スイッチについて

●一部のSDカード、USBメモリーは、本機器ではご使用頂けない場合があります。
　その際は別のメディアを使用したり、新しいものに取り換えてお試しください。

ご使用可能なメディアについて

接続するBluetooth®機器について
●接続できる機器には、Bluetooth機能搭載のスマート
フォン、音楽再生プレーヤー等の携帯機器、タブレット
を含めたPCがあります。
※ヘッドセットマイク、ハンズフリーマイク等はご使用に
なれません。

※SDU-B202は、HSP（ヘッドセットプロファイル）、HFP（ハンズフリープロファイル）に対応していないため、ヘッド
セットマイクや、ハンズフリーマイクとの接続ができません。

※Bluetooth機器に携帯電話やタブレットをお使いの場合は、通話機能をOFF(電波OFFモード等)にしてください
（着信してしまいますと、音声出力が消音されます）。
※SDU-B202と接続するには、お使いのBluetooth機器が対応プロファイル（A2DP）に対応している必要があり
ます。お使いのBluetooth機器が対応しているBluetoothプロファイルについては機器の取扱説明書などをご確認
ください。
※お使いのBluetooth機器を組込機器の近傍に置くとスピーカーからノイズが発生する場合があります。その場合
は、お使いのBluetooth機器を組込機器から少しだけ離してお使いください（本機による影響ではありません
が、Bluetooth機器には組込機器に影響を及ぼす周波数の電波を出しているものがあります）。

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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SDカード/USBメモリーに収録する音源ファイルについては下記の点にご注意ください。

□音源ファイルのファイル形式について

上記対応ビットレートの範囲でVBR対応。ただし、可変ビットレート再生時には時間がずれることがあります。
認識可能なファイル数を超過すると正常に動作できない場合があります。
ID3タグとは、MP3ファイルに音源タイトルやアーティスト名などを書き込んだ情報のことです。市販のソフトウェアなど
を使用して情報を書き込むことで、タグに対応した機器等で情報を表示させることができます。本機でも、タグ情報のう
ち、タイトルを表示させることができます。ID3タグ Ver2.4に関しては、文字コードUTF-8は非対応です。
※上記の条件に合致したものでも、SDカード/USBメモリーの特性、記録状態などにより、本機では使用できないこと
　があります。

※1
※2
※3

□メディアのフォーマット（初期化）について
・SDカード/USBメモリーは、パソコン等を使用しフォーマットを行ってから、音源ファイルの転送を行ってくだ
さい。
・SDカードをパソコン等でフォーマットをする場合、SDカードフォーマッター※を使用し、FAT形式でフォー
マットしてください。

・USBメモリーをパソコン等でフォーマットをする場合、パソコン等の画面に表示されるUSBメモリーのアイ
コンを右クリックしてフォーマットを選び、FAT形式でフォーマットしてください。

・市販のものをそのまま用いた場合、データが破損したり、正常に再生が行われない恐れがあります。

音源ファイルの準備について

※SDカードフォーマッターは
　検索エンジンで検索してください。検索SDカードフォーマッター

使用するメディアを準備する

MP3
規格
拡張子
サンプリング周波数

ビットレート※1

チャンネル
ファイルサイズ
ファイル名・フォルダー名
の最大文字数
ファイル・フォルダーの
最大数※2

フォルダー階層の最大数

タグ
規格
表示する情報
表示最大文字数

MPEG-1 Audio Layer-3
.mp3
32kHz、44.1kHz、48kHz
32k、40k、48k、56k、64k、80k、96k、112k、
128k、160k、192k、224k、256k、320kbps
モノラル、ステレオ、ジョイントステレオ
2GB以内
ファイル名　：半角英数字 32文字（全角16文字）
フォルダー名：半角英数字 16文字（全角8文字）
ファイル数　：999
フォルダー数：999
3階層
ID3 タグ Ver.2.2、2.3、2.4※3

タイトル
半角英数字 32文字 （全角16文字）

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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□音源ファイルの再生順について

●メディア内にフォルダーがない場合 ●メディア内にフォルダーがある場合

Ⓐメディア直下に転送された音源ファイル
　　　　　　　　↓
Ⓑメディア直下に作成されたフォルダーに
　転送された音源ファイル
　　　　　　　　↓
Ⓒ“Ⓑ”のフォルダー内に作成された
　フォルダーにコピーされた音源ファイル

※フォルダー内での再生順は音源ファイル名ではなく、
　転送された順になります。

※フォルダーは最大3階層まで対応しています。
※音源ファイルのファイル名やファイル形式（MP3）は再生順に関係ありません。
※メディアにファイルを転送した後にそのファイルのプロパティ及びファイル名を編集すると、再生順序が変更になる
場合がありますので、転送前に編集してください。

ファイル名順ではなく、メディアに
転送された順番に再生されます。
再生する順番で、1曲ずつ転送して
ください。

各種メディア

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

❶

❷

❸

❹

❺

❻

例）　※上から転送順です。❶＝再生順

各種メディア

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

❶

❷

❸

❹

❺

❽

❾

❻

❼

例）　※上から転送順です。❶＝再生順

・メディアに収録した内容は、機器の故障や誤った操作などにより失われることがあります。失っても困らな
いように、大切な音源ファイルはパソコンにバックアップし、また収録内容をメモして保存しておいてくだ
さい。

メディア内のファイルのバックアップについて

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

各部の名称と説明

停止ボタン
再生を停止するときに押します。
また、各操作を途中で戻る（キャンセルする）
ときも、このボタンを押してください。
33頁の説明をご覧ください｡

音量調節つまみ
再生音量を調節するときに使用
します。32頁の説明をご覧くだ
さい｡

音源切換ボタン
再生する音源を切り換えるときに押します。
33頁の説明をご覧ください｡

【長押し】ペアリング
Bluetooth音源を選択時、長押しでペアリングします。
すでにBluetoothで自動接続している機器がある場合は、接続
が解除されます。37～38頁の説明をご覧ください｡

再生モードボタン
リピート・ランダム再生の選択をするときに押します。
36頁の説明をご覧ください｡

【長押し】Bluetooth自動再接続設定
長押しでBluetooth自動再接続の設定を行います。
39頁の説明をご覧ください｡

スキップ/サーチボタン（前へ）
曲(トラック)の戻り選択をするときに押します。
再生中、このボタンを2秒以上押し続けると曲を早戻し
します。34頁の説明をご覧ください｡

ディスプレイ
操作または動作状態を表示します。
31頁の説明をご覧ください｡

USBメモリー挿入口
ダストカバーを外しUSBメモリーを挿入
してください。
32頁の説明をご覧ください｡

SDカード挿入口
ダストカバーを外しSDカードを挿入して
ください。
32頁の説明をご覧ください｡

再生/一時停止ボタン
メディアの再生を始めるときに押します。
再生を一時停止（ポーズ）する、一時停止（ポーズ）から再生を再開
するときはこのボタンを押します。
また、状態を決定（登録）するときもこのボタンを押します。
33頁の説明をご覧ください｡

スキップ/サーチボタン（次へ）
曲(トラック)の送り選択をするときに押します。
再生中、このボタンを2秒以上押し続けると、曲を早送り
します。34頁の説明をご覧ください｡

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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(ディスプレイ部の名称と説明)

●選択している音源や再生状態によって表示内容が異なります。
　下記は代表的な表示の説明です。詳しくは32頁からの操作方法をご覧ください。

トラック番号表示
再生中の曲（トラック）を表示します。
※SD/USB使用時の機能です。

ファイル名表示
再生中の音源ファイルのファイル名とタグ情報をスクロール
表示します。

再生モード表示
様々な再生モードを表示します。
※SD/USB使用時の機能です。

全曲再生（29頁の再生順）空欄

音源表示
選択中の音源を表示
します。

状態表示
SDU-B202の状態を表示します。

再生時間表示（分：秒）
再生中の曲の経過時間の目安を表示
します。

一時停止

停止

早送り

再生

早戻し

ランダム再生

１曲リピート

全曲リピート

リレー再生

SD

Bluetooth
未接続

Bluetooth
接続済

USB

ディスプレイのバックライトは、停止状態、メディア
未挿入状態が3分継続すると消灯します。

ご注意
●SDU-B202はVBR(可変ビットレート)のMP3ファイル
の再生、早送り、早戻し時に固定ビットレートとして時間
表示をするため、実際の時間表示とは大幅なずれが生じる
ことがありますが、異常ではありません。

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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最小

音量調節
つまみ

0 10

音  量

中 最大

0 10

音  量

VOL VOLVOL

0 10

音  量

●音量を上げるときは音量調節つまみを右方向に、音量を下げるときは左方向に回します。
●音量は0～31の数値と16段階のバーメーターで表示します。

音量を調節する

SD/USB音源を再生する
●次の手順で再生してください。

□本機の電源スイッチを押して電源を入れ､本機の電源表示灯が点灯していることを確認してください｡
※SDU-B202は、前回電源をOFFにした時のメディアの設定を記憶しています。
※メディアが見つからない場合、［メディアなし］と表示し、メディアの挿入待ちとなります。

2.電源を入れる2.電源を入れる

3.メディアを挿入する3.メディアを挿入する3.メディアを挿入する3.メディアを挿入する

□本機及びSDU-B202の音量
を全て0にしてください。

1.音量を0にする1.音量を0にする
各音量を最小にせずに電源を入れると、突然大きな
音が出力され、聴力障害などの原因になることがあり
ます。

■USBメモリーの場合
❶USBメモリー挿入口のダストカバーを外します。
❷USB端子の向きに気をつけて、USB挿入口へ挿入してください。

ご注意
●USBメモリーを対象とします。携帯音楽プレーヤーなど他の
USB機器は動作しません。充電も含めて、SDU-B202からの
給電は行わないでください。機器の故障を招く場合があり
ます。

❷

❶

■SDカードの場合
❶SDカード挿入口のダストカバーを外します。
❷SDカードの向きに気をつけて、SDカード挿入口へ挿入してくだ
さい。
❸ダストカバーを取り付けてください。

レーベル面

❷ ❶

❸

SD/USB の操作説明

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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□再生/一時停止ボタンを押した位置で、再生を一時停
止します。
　一時停止中に再生/一時停止ボタンを押すと、その
位置から再生を再開します。

再生/一時停止ボタンを押す再生/一時停止ボタンを押す

再生を一時停止（ポーズ）するには

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

□再生/一時停止中に停止ボタンを押すと､停止状態に
なります。
□停止中に再度停止ボタンを押すと､先頭の曲番に戻り
ます。

停止ボタンを押す停止ボタンを押す

再生を停止するには

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

□音源切換ボタンを押して、メディアを選択してください。
押す度にメディアが切り換わります。

4.再生するメディアを選択する4.再生するメディアを選択する

□停止中に再生/一時停止ボタンを押すと、再生
を開始します。

5.再生/一時停止ボタンを押す5.再生/一時停止ボタンを押す

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

□音量調節つまみをゆっくりと回し、適切な音量
に調節してください。

6.音量を調節する6.音量を調節する

0 10

音  量

SDカード BluetoothUSBメモリー

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

スキップ/サーチボタン[前へ]を押し続けるスキップ/サーチボタン[前へ]を押し続ける
●曲を早戻しするには

□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン[次へ]
を押すと次の曲の頭に移動し再生を開始します。

□停止中に押すと、次の曲番号に表示が換わります。

曲を選ぶには

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン[前へ]
を押すと再生中の曲の頭に戻り再生を開始します。

□再生中・一時停止中に続けて2回押すと、前の曲の頭
へ移動し、再生を開始します。

□停止中に押すと、前の曲番号に表示が換わります。

スキップ/サーチボタン[前へ]を押すスキップ/サーチボタン[前へ]を押す
●前の曲を聴きたいときには

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

スキップ/サーチボタン[次へ]を押すスキップ/サーチボタン[次へ]を押す
●次の曲を聴きたいときには

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

スキップ/サーチボタン[次へ]を押し続けるスキップ/サーチボタン[次へ]を押し続ける
●曲を早送りするには

早送り／早戻しするには ※早送り/早戻しの際に音声は出力されません。

□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン[次へ]
を2秒以上押し続けると早送りします。

□スキップ/サーチボタン[次へ]を離すと、その位置から
再生を開始します。

□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン[前へ]
を2秒以上押し続けると早戻しします。

□スキップ/サーチボタン[前へ]を離すと、その位置から
再生を開始します。

SD/USB音源を再生する SD/USB の操作説明

1回押した場合 続けて2回押した場合

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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再生を停止させてから取り外す再生を停止させてから取り外す再生を停止させてから取り外す再生を停止させてから取り外す

■SDカードの場合
❶ダストカバーを外してください。
❷SDカードを押し込み、ロックを外してください。
❸SDカードをまっすぐ引き抜いてください。
❹ダストカバーを取り付けてください。

ご注意
●再生中にSDカードを取り外すとデータが破損する場合があり
ます。

❷
❸

❶
❹

■USBメモリーの場合
❶USBメモリーを引き抜いてください。
❷ダストカバーを取り付けてください。

ご注意
●再生中にUSBメモリーを引き抜くとデータが破損する場合が
あります。

❶

❷

●次の手順で取り外してください。

メディアを取り外す SD/USB の操作説明

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

□再生モードボタンを押す度に、下図のようにリピート・ランダム再生が切り換わります。
再生モードボタンを押す再生モードボタンを押す

■電源起動後の状態について
●SDU-B202は、停止後・電源OFF後もリピート・ランダムの状態を
前回の設定で記憶しています。

　リピート・ランダム 説　　明

全曲再生 メディア内の曲を全て再生した後、停止します。

全曲リピート メディア内の曲を全て再生し、一巡すれば先頭の曲へ戻り再生を継続します。

１曲リピート 再生中の曲を繰り返し再生します。

リレー再生 1曲再生ごとに停止し、次の曲で待機します。

ランダム再生 メディア内の全ての曲をランダム再生します。※停止するまで繰り返します。

空欄

「リピート・ランダム」は
前回電源OFF時の設定

全曲再生
空欄

全曲リピート 1曲リピート

リレー再生ランダム再生

●次の手順で再生してください。

リピート・ランダム再生をする SD/USB の操作説明

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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Bluetooth の操作説明

■スタンバイモードについて
●「ペアリング待ち」表示後3分経過するとスタンバイモードとなり、「未接続」表示となります。
　この状態からペアリングをする場合は、[音源切換]ボタンを長押しして、ペアリングモードにしてください。
●スタンバイモード（「未接続」表示状態）でも、ペアリング済みの機器とは、接続可能です。

□本機の電源スイッチを押して電源を入れ､本機の電源表示灯が点灯していることを確認してください｡
2.電源を入れる2.電源を入れる

□本機及びSDU-B202の音量
を全て0にしてください。

1.音量を0にする1.音量を0にする
各音量を最小にせずに電源を入れると、突然大きな
音が出力され、聴力障害などの原因になることがあり
ます。

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

□音源切換ボタンを押し、左上アイコンを　　　にします。
　「ペアリング待ち」表示になるので、
・未ペアリングのBluetooth機器と接続する場合は、まずペアリングを行なってください。
・ペアリング済みのBluetooth機器を接続する場合は、Bluetooth機器側で接続先に「SDU-B202」を選択
してください。

3.Bluetooth機器と接続する3.Bluetooth機器と接続する

※本機の電源を切ると、Bluetooth機器との接続は解除されます。
　次回お使いの際は、再度接続してください。
※SDU-B202と同時に接続できるBluetooth機器は1台です。

未接続 接続済

ペアリング待ち

●次の手順で再生してください。

Bluetooth®音源を再生する

4.Bluetooth機器から操作する4.Bluetooth機器から操作する
□ペアリングが完了し接続されると、[BLT]アイコンが反転し、5秒間、接続機器名が表示されます。その
後、Bluetooth機器の音楽プレーヤーアプリが起動していれば、選択中の曲のタイトルが表示されます。
□曲のタイトル表示中に再生モードボタンを押すと、接続機器名表示と切り換わります。
※音楽プレーヤーアプリを起動していない場合は、空欄表示、もしくは「Not Provided」などの表示となり
ます（機器やアプリによる）。

□Bluetooth機器側で、再生/停止などの操作を行うと、SDU-B202の再生表示アイコンも変わり、時間表示
が動きます。また本機側で、再生、停止、曲送り、曲戻しが出来ます。

※停止を押すと、一時停止となります。
※制御や表示（時間、曲タイトル、アイコン）ができるかどうかについては、お使いのBluetooth機器の
AVRCPのバージョンおよび使用している音楽プレーヤーアプリによります。制御や、表示ができない場合
でも、故障ではありません。

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部



ー38ー

Bluetooth の操作説明Bluetooth®音源を再生する

□音源切換ボタンを長押しすると、接続を解除し、「ペア
リング待ち」表示に変わります。

　再度ペアリング作業を行うか、ペアリング済みの
Bluetooth機器と接続してください。

方法1：音源切換ボタンを長押しする方法1：音源切換ボタンを長押しする

方法2：Bluetooth機器のBluetooth機能をOFFにする方法2：Bluetooth機器のBluetooth機能をOFFにする
□お使いのBluetooth機器と本機の接続を解除すると、スタンバイモードとなり、「未接続」表示となります。
・ペアリング済みのBluetooth機器であれば、この状態で接続可能です。
・未ペアリングのBluetooth機器と接続する場合は、音源切換ボタンを長押しして、再度ペアリング作業を
行ってください。

接続を解除し別の機器と接続する

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

※接続を解除する方法は2つあります。
　状況に適した方法をお選びください。

長押し

長押し

 未接続

ペアリング待ち

■Bluetoothで接続した機器の音源ファイル再生について
●AVプロファイルの種類やバージョンによって、操作できる機能や表示される内容は異なります。

※上記の表で「対応」になっていても、ご使用のBluetooth機器によっては、使用できない機能や制限事項があります。
　AVプロファイルの種類やバージョンによって、操作できる機能や表示される内容は異なります。
　A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）とは、音声をワイヤレスで伝送するためのプロファイルです。
　AVRCP（Audio/Video Remote Control Profile）とは、楽曲の選曲操作や情報表示をするためのプロファイルです。
　A2DP+AVRCP接続の場合でも、機種により操作できない場合や、取扱説明書に記載された内容とは異なる動作
をする場合があります。

音楽伝送

対応

接続プロファイル
A2DP

A2DP+AVRCP Ver.1.0

A2DP+AVRCP Ver.1.3

A2DP+AVRCP Ver.1.4

選曲操作
非対応

一部対応

情報表示

非対応

一部対応

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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●本機の電源ONと同時に、一番最後に接続していたBluetooth機器と自動で再接続する機能です。
●自動再接続機能を使用するには、ペアリング済みのBluetooth機器が必要です。

□再生モードボタンを長押しして、設定メニューに入った
後、再生ボタンを押すと、自動再接続設定メニュー
に入ります。
　停止ボタンを押すと、設定メニューから元の画面に
戻ります。

1.設定メニューに入る1.設定メニューに入る

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

選択

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

□電源をＯＮにして音源をBluetoothに切り換えると、「自動再接続中」表示となり、最後に接続していた
Bluetooth機器が通信範囲にある場合は、自動で再接続します。
※通信範囲にない場合、3分経つとスタンバイモードとなり、「未接続」表示となります。

□最後に接続していたBluetooth機器とは別の機器に自動接続したい場合は、一旦現在の接続を解除し、
別の機器と接続した状態で電源を切ってください。

3.Bluetooth機器と接続する3.Bluetooth機器と接続する

自動再接続機能を使用する

再生
モード

音源
切換

ペアリング
（長押し）

前へ 次へ再生/一時停止 停止

（決定） （戻る） 0 10

音  量SD / USB / BLUETOOTH  PLAYER UNIT

2.自動再接続機能をONにする2.自動再接続機能をONにする
□スキップ/サーチボタンを押し、自動再接続機能の
ON/OFFを切り換えてください。
　再生ボタンを押すと、設定が保存されます。停止ボタン
を押して、元の画面に戻ってください。

戻る

長押し長押し

決定

O N

自動再接続

自動再接続中  未接続

自動再接続

【設定】

自動再接続機能を使用する Bluetooth の操作説明

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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ご注意
●Bluetoothは2.4GHzという周波数帯の無線を使用しています。
　電子レンジや無線LANなどが同じ周波数帯を使用しているため、混信等が発生し、電波が途切れたり、ノイズ
が発生したりすることがあります。
　電子レンジや無線LANなどの機器から、10m以上離してお使いください。

●Bluetooth機器は無線機器であるため、お使いのBluetooth機器と本機が離れた場合、もしくは何かの障害物が間
を隔てた場合に電波が途切れ、音声が出力されなくなることがあります。その場合は、お使いのBluetooth機器を
近づけていただくか、間を隔てている物を移動させてください。

※お使いのBluetooth機器を近づけていただく、もしくは間を隔てている物を移動させていただくと、音声出力は復帰
しますが、Bluetooth機器によっては、電波が途切れた時点で音声出力を一時停止するものがあります。
　本機ディスプレイの音源表示が「Bluetooth接続済」になっているのに音声を出力しない場合は、お使いの
Bluetooth機器をご確認ください。

■接続状態の保持機能について
●Bluetooth機器を接続したままで音源をSD/USBに切り換えても、Bluetooth機器との接続は継続してい
ます。
　Bluetooth機器で音源を再生中の場合、音源をSD/USBからBluetoothに再度切り換えたタイミング
でBluetooth機器の音が鳴ります。
　急に音が鳴ると困る場合は、Bluetooth機器側で再生を一時停止しておくか音量を下げる、もしくは本機
及びSDU-B202側で音量を0にするなどの対応をしてください。

■音源の選択状態保持機能について
●SDU-B202は、電源を切る直前の音源選択を記憶しています。
　電源ON時には、電源を切る直前に選択していた音源が自動で選択されます。
　電源を切る直前にBluetooth音源を選択しており、かつ自動再接続がONの場合、Bluetooth機器で再生
中の音源が急に鳴る場合がありますので、ご注意ください。

自動再接続機能を使用する

音声が途切れた時は

Bluetooth の操作説明

Bluetooth の操作説明

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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●エラーメッセージが表示された場合は、下記を参照し、エラーの内容を確認してください。

エラーメッセージの説明 Bluetooth の操作説明

［メディアなし］　内容･･･SDカード/USBメモリーの未挿入
SDカード/USBメモリーが挿入されていません。
SDカード/USBメモリーを挿入してください。

［ERROR/No.001］　内容･･･SDカード/USBメモリーの異常 
このエラーNo.を表示している場合は、本機の電源スイッチを切り、再度電源を入れて
エラーを解除してください。
それでもエラー表示が続く場合は、SDカード/USBメモリーのデータが消滅しても問題
のない事を確認し、パソコンなどでフォーマットしてください。
SDXCカードを挿入した場合も、このエラーNo.が表示されます。
SDカードの種類もご確認ください。

［NO DATA］　内容･･･SDカード/USBメモリーに音源ファイルなし 
SDカード/USBメモリーに音源ファイルが入っていません。
データの転送をするか、他のSDカード/USBメモリーと交換してください｡

［非対応USB］　内容･･･非対応USB機器の接続、USBメモリーの故障
SDU-B202で使用できないUSB機器が接続されているか、USBメモリーの故障です。
電源を切り、USB機器を外してください。
27頁に記載のUSBメモリーをご使用ください。

［ERROR/No.      　］　内容･･･本機のシステムエラー
「No.001」以外のエラーNo.を表示している場合は、本機の電源スイッチを切り、再度
電源を入れてエラー表示を解除してください。
エラー表示が続く場合は販売店や工事店などにご連絡ください。
そのときはエラーNo.をお伝えください。

表　示　部 対　　　　策　/ ［表示内容］

メディアなし

NO DATA

[ERROR]
 No.

[ERROR]
 No.

非対応 USB　電源 OFF
後　USBを抜いて下さい

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
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オーディオインターフェースユニット部の説明
オーディオインターフェース部

各部の名称と説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43
操作方法（パソコンをご使用の場合）・・・・・・・・・・・・・・・・44～45
操作方法（スマートフォン・タブレットをご使用の場合）・・・・・・・46～47

目　次

42～47頁は、組み込まれているオーディオインターフェースユニット IU-700についての
説明です。
このユニットは、PCなどとUSB接続し、WEB会議ソフト“Zoom”や“Microsoft 
teams”、“Google Meet”などを利用したWEB会議や、ハイブリッド型イベントに役立ち
ます。

記載されている会社名・製品名は、各社の登録商標または商標です。
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USB接続端子（Type-C）
パソコンやタブレット、スマートフォンをUSB接続します。
※データ転送用USBポートのため、接続機器の充電はできません。

音量調節つまみ
接続機器から本機へ送る音声を音量
調節します。

USB接続表示灯（緑）

シグナル表示灯（緑）

ミーティング 本機の音声を
接続機器へ送る。

本機の音声を
接続機器へ送らない。モニター

モニター/ミーティング モード切換スイッチ
音声入力用の「モニター」モードと音声入出力用の「ミーティング」モードを
切換するスライドスイッチを搭載し、モニター用途で使いたい場合に組込機器
の音声がパソコンへ流れないようユニット側で事前に設定することができます。

各部の名称と説明
オーディオインターフェース部
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オーディオインターフェース部

①電源を入れる。
　本機の電源を入れてください。
　本機の電源表示灯が点灯していることを確認してください。

②IU-700のUSB端子(Type-C)とパソコンのUSB端子をUSBケーブルで接続する。
　充電専用のUSBケーブルではなく、データ転送可能なケーブルを使用してください。
　データ転送用USBポートのためパソコンの充電はできません。

ご注意
■Windowsの場合
・USB接続時に自動選択されるので、サウンド設定の変更は必要ありません。
■Macの場合
・サウンド設定画面でIU-700を選択してください。
　音量設定で、スピーカー音量が最大になっていることを確認してください。

③パソコンのサウンド設定で「IU-700」が認識されているか確認する。
　サウンド設定画面の確認方法はパソコンの取扱説明書をご確認ください。
※IU-700は標準のオーディオデバイスとして認識されるため、専用ドライバーのインストールは不要です。

USB Type-C
ケーブル

USB接続するとパソコン側の音量が「最大」に自動設定され
ます（接続解除すると元の音量へ自動で戻ります）。音量調節
つまみは0にしてから接続し、徐々につまみを回して適切な音量
に調節してください。

パソコンから音声信号が入力される
と、シグナル表示灯が点灯します。

ミーティング 本機の音声を
パソコンへ送る。

本機の音声を
パソコンへ送らない。モニター

モニター/ミーティングモードを選択して
ください。

パソコンとUSBケーブルで接続する
と、USB接続表示灯が点灯します。

パソコン（Windows/Mac）
を接続

操作方法（パソコンをご使用の場合）
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オーディオインターフェース部

ご注意
●IU-700はUSBケーブルを外す直前のサウンド設定を記憶するため、次回接続時に自動でIU-700が選択される
ようにしたい場合は、「IU-700」が選択された状態でUSBケーブルを外してください。

■Windows
・Windows 11バージョン25H2
■Mac
・macOS Tahoe バージョン26.3

※デジタルオーディオフォーマット、サンプリング周波数、量子化ビット数の組み合わせによっては、動作
しない場合があります。

・「動作確認OS」は、当社USB製品の基本動作確認を行った内容を掲載しています。すべてのOS機能・アプリの

動作を保証するものではございません。あらかじめご了承ください。

・接続する機器、OS、アプリケーションソフトウェアによっては、正しく機能しない場合や操作が異なる場合があり

ます。

動作確認OS

※USB Type-C™はUSB Implementers Forumの商標です。
※Windows®は、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
※WindowsはMicrosoft Windows operating systemの略称として表記しています。
※Mac、macOSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。

④Web会議ソフトを起動しオーディオ設定で「IU-700」を設定する。
※Web会議ソフトの作動中にUSBケーブルを差し換えたり設定を変えた場合、すぐに認識しないことがあります。
　その場合は、Web会議ソフトを再起動してください。
　Web 会議ソフトの操作については、Web会議ソフトの取扱説明書をお読みください。

⑤Web会議ソフトでマイクやスピーカーをオンにする。

⑥音量を調節する。
※IU-700を接続するとパソコン側の音量は「最大」に自動設定されます。
　接続解除すると元の音量に戻ります。
　IU-700の音量調節つまみを０に設定してから接続し、徐々につまみを回して、適切な音量に調節してください。
※スマートフォンやタブレットのサウンド設定で「ボタンで変更」を「ON」にしている場合は、スピーカー音量ではなく、
通知音量が最大になります。手動でスピーカー音量を最大にしてください。

⑦使用後はWeb会議ソフトを終了してから、USBケーブルを外してください。
※Web会議ソフトの終了方法は、各ソフトの取扱説明書を確認してください。



ー46ー

オーディオインターフェース部

①電源を入れる。
　本機の電源を入れてください。
　本機の電源表示灯が点灯していることを確認してください。

②IU-700のUSB端子(Type-C)とスマートフォンやタブレットのUSB端子をUSBケーブル
で接続する。

　充電専用のUSBケーブルではなく、データ転送可能なケーブルを使用してください。
　データ転送用USBポートのためスマートフォン・タブレットの充電はできません。
※Lightning端子のiPhoneやiPadは、IU-700へ給電ができないため使用できません。

USB Type-C
ケーブル

USB接続するとスマートフォン・タブレット側の音量が
「最大」に自動設定されます（接続解除すると元の
音量へ自動で戻ります）。音量調節つまみは0にして
から接続し、徐々につまみを回して適切な音量に調節
してください。

ミーティング 本機の音声を
スマートフォン・タブレットへ送る。

本機の音声を
スマートフォン・タブレットへ送らない。モニター

モニター/ミーティングモードを選択
してください。

スマートフォンやタブレット
（Android/iOS）を接続

③スマートフォン・タブレットのサウンド設定で「IU-700」が認識されているか確認する。
　サウンド設定の確認方法は、スマートフォン・タブレットの取扱
説明書をご確認ください。

※IU-700は標準のオーディオデバイスとして認識されるため、専用
ドライバーのインストールは不要です。

スマートフォン・タブレットから音声信
号が入力されると、シグナル表示灯が
点灯します。

スマートフォン・タブレットとUSBケーブル
で接続すると、USB接続表示灯が点灯
します。

ご注意
●iOS、iPadOSの場合は、初期接続時に「その他のデバイス」を
選択してください。

ヘッドフォン

その他のデバイス

ヘッドフォンを接続しようとし
ていますか？
デバイスを切り替えた場合は、”設
定”のサウンドと触覚”でこの選択を
更新することができます。

操作方法（スマートフォン・タブレットをご使用の場合）
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オーディオインターフェース部

■iOS
・26.3
■iPad OS
・26.3
■Android OS
・16

※デジタルオーディオフォーマット、サンプリング周波数、量子化ビット数の組み合わせによっては、動作
しない場合があります。

・「動作確認OS」は、当社USB製品の基本動作確認を行った内容を掲載しています。すべてのOS機能・アプリの

動作を保証するものではございません。あらかじめご了承ください。

・接続する機器、OS、アプリケーションソフトウェアによっては、正しく機能しない場合や操作が異なる場合があり

ます。

動作確認OS

※USB Type-C™はUSB Implementers Forumの商標です。
※iOS、iPadOS、iPhone、iPad、Lightningは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。
※Android OS、AndroidはGoogle LLCの商標です。

④Web会議アプリを起動しオーディオ設定で「IU-700」を設定する。
※Web会議アプリの作動中にUSBケーブルを差し換えたり設定を変えた場合、すぐに認識しないことがあります。
　その場合は、Web会議アプリを再起動してください。
　Web 会議アプリの操作については、Web会議アプリの取扱説明書をお読みください。

⑤Web会議アプリでマイクやスピーカーをオンにする。

⑥音量を調節する。
※IU-700を接続するとスマートフォンやタブレットは最大音量に自動設定されます。
　接続解除すると元の音量に戻ります。
　IU-700の音量調節つまみを０に設定してから接続し、徐々につまみを回して、適切な音量に調節してください。

⑦使用後はWeb会議アプリを終了してから、USBケーブルを外してください。
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1 2 3

OPENOPEN

OPEN

（オプション）

切 10 切 10 切 10 0 10 0 10

1 2 3 ワイヤレス マイク 外部入力 1

1

2

3
音量

0 10
ー12  dBV

ー56
ー42
ー22
ー2

dBV
マイク

ライン

DC IN
 12V

DC IN 12V

0 10

ダンス
ミュージック

スピーチ
ノーマル

トーン切換 エコー

外部電源 蓄電池

定格入力が25W以上
のスピーカーを接続して
ください。
保護回路を内蔵した
スピーカーを推奨
します。

注意

音量

0 10

40W

25W 25W
本体

4 ～16Ω　25W以上

A R I S E

＋外部

音量

0 10
ー12  dBV

ー56
ー42
ー22
ー2

dBV
マイク

ライン

スピーカー設定

シンクロドライブ

ライン出力

外部入力 2

外部入力 1

マイク入力

注意
電池の 　 　 を
逆に入れないで
ください。
長期間使用しない
場合は、電池を
取り出してください。 引き出す②

「PUSH」①
を押す

電池ケースの開け方
AC100V

外部スピーカ接続端子へ

マイク入力ジャックへ

外部入力1ジャックへ

外部入力2ジャックへ

AC100Vコンセントへ

AC100V電源での使用､
またはニカド蓄電池を
充電するときに接続

接続例
お願い
●ご使用時は、必ず収納部ふたを閉めてください。接続、設定などの作業が完了しましたら、全てのコードを
コード通し穴から引き出し、収納部ふたを閉めてください。

外部スピーカー
・定格入力 25W以上
・インピーダンス 4～16Ω
・保護回路付を推奨

外部のアンプに接続し、
放送することもできます

各種プレーヤー

各種レコーダー

スピーカー

アンプ

キーボード
入力感度切換で、マイクや
各種プレーヤーの入力も可能
です

有線マイク

メ　モ
●付属のカラーシールを目印にお使いください。接続された
機器と、それに対応する本機のつまみに同じ色のカラー
シールを貼ることで、操作をスムーズにおこなえます。

ワイヤレスマイク
WM-3400
送信周波数は
「C11」に設定

ワイヤレスマイク
WM-3100
送信周波数は
「C12」に設定

ワイヤレスチューナー部
受信周波数は「C11」に設定

ワイヤレスチューナーユニット
DU-350（別売）組込。
受信周波数は「C12」に設定
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ほんのちょっとしたことで正常に動作せず､故障かな？と思うことがあります。次の要領で点検してみてください。

●次の方法で点検されても正常に動作しないとき､または使用中に急に異常が発生したときは､
　電源スイッチを切り､電源プラグをコンセントから抜いてください｡煙などの異常が無いことを
　確認し､販売店などへご連絡ください｡
●本機は絶対に分解しないでください。感電の恐れがあります。修理は必ず販売店などに
　ご依頼ください。

点検方法

ワイヤレスチューナー部

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
電源スイッチを入れてください。
確認と同時に電池の消耗も確認してください。
電源スイッチを入れてください。
各音量を適当な音量に調節してください｡
乾電池の場合は全部新しい電池に取り換え､
ニカド蓄電池の場合は充電をおこなってください｡
外部スピーカー及びその接続を確認してください。
電源スイッチを切り温度を下げてください。
温度が上昇する原因を確認してください｡
マイクのトークスイッチを入れてください｡
確認してください｡
他のマイクと交換してください。
適当な音量に調節してください。
確認してください｡
乾電池の場合は全部新しい電池に取り換え､
ニカド電池の場合は充電をおこなってください｡

適当な音量に調節してください｡

確認してください。

確認してください。

スピーカー出力切換スイッチを「25W側」にしてください。
エコー音量調節つまみを最小の位置にしてください。

使用環境を再確認してください。

音量を少し下げてください。

点　検　項　目
電源が接続されていますか。
電源表示灯が点灯していますか｡
乾電池または蓄電池は入っていますか。
電源スイッチは入っていますか。
各音量調節つまみが絞られていませんか。　　　　

乾電池または蓄電池が消耗していませんか。

外部スピーカー接続端子が短絡していませんか。
大音量での長時間使用などにより、本機の増幅部の
温度が上昇していませんか。
マイクのトークスイッチは入っていますか｡
マイクプラグは確実に差し込まれていますか｡
マイクは正常ですか。
マイク音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡
接続機器のインピーダンスは合っていますか｡
DC電源で使用の場合､乾電池またはニカド蓄電池が
消耗していませんか｡
接続機器及び本機の外部入力音量調節つまみが「0」
位置になっていませんか。
音量調節つまみが「0」位置になっていませんか。
音量調節つまみが「0」位置になっていませんか。
正しく接続されていますか｡
スピーカー出力切換スイッチが「40W側」になっていませんか。
エコー音量調節つまみが最小の位置になっていますか。

保護回路が動作していませんか。

保護回路が動作していませんか。

症　　状

全く動作しない

全く動作しない
（電源表示灯が点滅）

全く動作しない
（プロテクト表示灯が点灯）

有線マイクの音声がでて
こない

接続機器の音がおかしい
または小さい

内蔵スピーカーの音がでない

外部スピーカーの
音がでない

音声にエコーがかかっている
音声が急に小さくなる
（プロテクト表示灯が点灯）
音声が途切れる
（プロテクト表示灯が点滅）

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡

電源スイッチを入れてください。

ワイヤレスマイクの音量調節つまみを回し、
ワイヤレスチューナーの電源をONにしてください。
マイクの電源スイッチを入れてください｡
確認と同時に電池の消耗も確認してください。

グループ／チャンネル番号を確認してください｡

確認してください｡
適当な音量に調節してください｡

点　検　項　目
電源が接続されていますか｡
電源表示灯が点灯していますか
（40W設定時 ： 橙色、25W設定時 ： 緑色）。
アンテナ受信表示灯は赤色または緑色に点灯して
いますか｡
マイクの電源スイッチは入っていますか｡
マイクの電池が入っていますか｡
マイクとワイヤレスチューナー部のグループ／チャンネル
番号の設定は同じですか｡
デッドポイントの位置ではありませんか｡
ワイヤレスマイク音量調節つまみが絞られていませんか。

症　　状

全く動作しない

ワイヤレスマイクの音声が
でてこない
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SD/USB

Bluetooth

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
電源スイッチを入れてください。

SDカード/USBメモリーを挿入してください｡

MP3形式の音源ファイルを使用してください｡

41頁の説明をご覧ください。また、28頁の説明に従ってフォー
マットしたSDカード/USBメモリーを使用してください｡
パスワードロック機能が付いていないUSBメモリーを使用
してください。

適当な音量に調節してください。

SDカード/USBメモリーを取り出してください｡

SDカードのレーベル面を上にして入れてください｡

USB端子の向きを確認し、向きを合わせて挿入してください。

ID3タグのバージョンをID3v2.3にして、曲名などを入れてくだ
さい。
また、曲名などを入れる際、文字コード設定は「UTF-16」で
入力してください。

点　検　項　目　［　表　示　部　］
本機の電源が接続されていますか。
ディスプレイ表示灯が点灯していますか｡
SDカード/USBメモリーが入っていますか。
［メディアなし］
SDカード/USBメモリーに転送したデータの
ファイル形式は正しいですか。
［NO DATA］
SDカード/USBメモリーのフォーマット形式は
正しいですか。［ERROR/No.001］
パスワードロック機能付のUSBメモリーを使
用していませんか。［NO DATA］
音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡

本機の中にSDカード/USBメモリーが入って
いませんか｡
SDカードを裏表逆に入れていませんか｡
USBメモリーのUSB端子の向きを逆に入れて
いませんか｡
ID3タグのバージョンがID3v2.4になっていま
せんか。
もしくは、曲名などを入れる際、文字コードの
設定が「UTF-8」になっていませんか。

症　　状

全く動作しない。
再生できない。

演奏時間は進んでいるが
音声が出てこない。

SDカード/USBメモリー
が入らない。

曲名などが文字化けして
表示される。

対　　策

Bluetooth機器側で再生してください。
Bluetooth機器やアプリを変更してください。

Bluetooth機器側で早送り等を行ってください。
※早送り、早戻しは、対応機種・アプリが少ない
　状況です。

Bluetooth機器またはアプリを変更してください。

曲のタイトル（ファイル名）またはBluetooth機器
名を変更してください。

Bluetooth機器を再起動してください。
Bluetooth機器やアプリを変更してください。

状態表示アイコンは無視して、Bluetooth機器側
で、動作させてください。

Bluetooth機器やアプリを変更してください。
※再生モード表示は、対応機種・アプリが少ない
　状況です。

点　検　項　目

Bluetooth機器側のOSのバージョン、AVRCP
のバージョンが古くありませんか。動作させて
いるアプリが非対応ではありませんか。

Bluetooth機器側のOSのバージョン、AVRCP
のバージョンが古くありませんか。動作させて
いるアプリが非対応ではありませんか。

Bluetooth機器側のOSのバージョン、AVRCP
のバージョンが古くありませんか。動作させて
いるアプリが非対応ではありませんか。
曲のタイトル（ファイル名）またはBluetooth
機器名に、本機対応文字以外（中国語等の文字
等）をご使用ではありませんか。

なし

Bluetooth機器側のOSのバージョン、AVRCP
のバージョンが古くありませんか。動作させて
いるアプリが非対応ではありませんか。
Bluetooth機器側のOSのバージョン、AVRCP
のバージョンが古くありませんか。動作させて
いるアプリが非対応ではありませんか。

症　　状
再生ボタンを押しても再生しない。
曲送り、曲戻しボタンを押しても、動作
しない。
停止ボタンを押しても止まらない。
早送り、早戻しが動かない。
状態表示アイコン表示が早送りに
変わっても、早送りなどにならない。
状態表示アイコンが早送り・早戻しに
変わらない。

曲のタイトル（ファイル名）が表示され
ない。
Bluetooth機器名表示が表示されない。

曲のタイトル（ファイル名）が急に表示
されなくなった。
音源を再生しても、音源は鳴動している
が、状態表示アイコンが■のまま、変化
しない。

再生モード表示アイコンが出ない。

SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部

点検方法
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対　　策
Bluetooth機器側で一時停止状態の情報が送信
されているためです。故障ではありません。
本機の仕様となっております。
Bluetooth音源再生時は、Bluetooth機器側の
再生モードで動作し、本機からは制御できません。
再生モードボタンは、機器名表示/曲タイトル表示
の切換ボタンとなっています。
Bluetooth機器やアプリを変更してください。
WindowsPCの場合は、再生モードにかかわらず、
ランダム再生の表示情報を送信しているため、
対処できません。
本機ではなく、Bluetooth機器側の表示を確認
してください。

点　検　項　目

なし

なし

なし

Bluetooth機器側のOSのバージョン、AVRCP
のバージョンが古くありませんか。動作させて
いるアプリが非対応ではありませんか。
Bluetooth機器がWindowsPCではありませんか。

症　　状
曲の切換時、状態表示アイコンが少し
の間、一時停止になる。
停止ボタンを押しても、一時停止になる。

再生モードボタンを押しても、再生モード
が切り換わらない。

再生モードアイコンが、Blutooth機器
側の状態と異なる。

著作権法について
■あなたが本機を利用して著作権の対象となっている著作物を複製、編集などしたものや、他人の講演などを
　録音したものは、個人として楽しむなどの他は著作権法上、権利者に無断で使用できません。

●放送コード、CD、その他の録音物や他人の演奏などは、音楽の歌詞・楽曲と同じく著作権法により保護されて
　います。従って、個人使用の範囲を超えて、それらを録音、編集して、販売・レンタル・譲渡したり、営利のために
　使用する場合には、著作権法上、権利者の許諾が必要です。
●詳しい内容や、著作権物に関する許諾のための手続きについては､「日本音楽著作権協会」（JASRAC）の本部
　または最寄りの支部にお問い合わせください。

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
接続機器の電源スイッチを入れてください。
USBケーブルを奥までしっかり差し込んでください。
適当な音量に調節してください。
USBケーブルを奥までしっかり差し込んでください。

接続機器の音量設定をご確認ください。

「ミーティング」に設定してください。

点　検　項　目
本機の電源が接続されていますか。

USB接続表示灯が点灯していますか｡

音量調節つまみが最小になっていませんか｡
USBケーブルが正しく差し込まれていますか。
パソコンなどの接続機器の音量が最小になって
いませんか。

本機のモニター/ミーティングモード切換スイ
ッチが「モニター」になっていませんか。

症　　状

全く動作しない。

音声が出てこない。

本機の音声が、パソコン
などの接続した機器に音声
入力されない。

オーディオインタフェース部
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AC100V 50／60Hz、単2形乾電池（R14P／LR14）×10
専用ニカド蓄電池（WBT-2001）、DC10V～16V（12Vバッテリー）※外部DC電源コード LD-WA7を使用
25W（電気用品安全法による測定方法に基づく）
［AC時］0.47A（25W出力時）　［DC時］2.1A（20W出力時）
［AC時］（40W設定時）40W×1／（25W設定時）25W×2

　※スピーカー出力切換スイッチにて出力を切換可能
［DC時］（40W設定時）22W×1／（25W設定時）20W×2
［AC時］（40W設定時）60W／（25W設定時）35W

　※スピーカー出力切換スイッチにて出力を切換可能
［DC時］（40W設定時）30W／（25W設定時）25W　
5％以下（1kHz 定格出力時）
50Hz～15kHz（偏差－2dBV±3dB）
４種類（ノーマル／スピーチ／ミュージック／ダンス）
マイク入力　　　　　 ： －56dBV±3dB　600Ω　不平衡　音量調節器付　3極大形単頭ジャック
外部入力1　　　　　 ： 入力感度切換スイッチ付（－56dBV 600Ω／－42dBV 600Ω／－22dBV 10kΩ／－2dBV 10kΩ）±3dB
　　　　　　　　　　不平衡　音量調節器付　3極大形単頭ジャック
外部入力2　　　　　 ： －12dBV±3dB　10kΩ　不平衡　音量調節器付　ピンジャック×2
チューナーユニット（３系統） ： －26dBV±3dB　10kΩ　不平衡　音量調節器付
オプションユニット（２系統） ： －4dBV±3dB　10kΩ　不平衡
70dB以上（オプションユニット部を除く）
0dBV±3dB　1kΩ　不平衡　3極大形単頭ジャック
不平衡　2極大形単頭ジャック　最大ケーブル長 ： 20m
適合インピーダンス 4Ω～16Ω　許容入力 25W以上
ウーハー（13cm）×2 コーン型スピーカー、ツイーター（2.5cm）×1 ドーム型スピーカー
ダイポールアンテナ×2（内蔵）
電源表示　　　　　　 ： 発光ダイオード　25W設定時（緑）／40W設定時（橙）
バッテリー／充電中表示 ： 発光ダイオード　充電時（橙）／通常時（電池駆動時）（緑）
シグナル／ピーク表示　 ： 発光ダイオード　適正時（緑）／過大時（橙）
プロテクト表示　　　　 ： 発光ダイオード　増幅部保護作動時（赤）／スピーカー保護機能作動時（赤 点滅）
チューナー受信表示　　 ： 発光ダイオード　受信時（緑）／待機時（赤）／設定外（赤 点滅）
0℃～＋40℃
ケース（ABS樹脂） ： ［前面中央］マンセルN9.5（近似色 白）
　　　　　　　　： ［その他］マンセルN2（近似色 黒）
保護カバー（PC樹脂） ： スモークグレー
幅 238mm　高さ 548mm　奥行 365mm
約10.2kg（乾電池､蓄電池を除く）
IPX4（防まつ形）　※保護カバーと収納部ふた装着時
取扱説明書（保証書付）1、電池ケース 1、マイクホルダー 1、外部機器接続用ケーブル 1、
チャンネル表示ラベル 1、設定用ドライバー 1、カラーシール 1
DU-350（ワイヤレスチューナーユニット）、MU-600（入力ユニット）、CDU-104（CDユニット）、
SDU-201（SDユニット）、SDU-B202（SD/USB/Bluetooth®ユニット）、IU-700（オーディオインターフェース）、
WBT-2001（ニカド蓄電池）、LD-WA7（外部DC電源コード）、WA-1K（収納カバー）

322.025MHz～322.150MHz、322.250MHz～322.400MHz（25kHz間隔13波）
322.050MHz（C11［グループ番号 ： 1／チャンネル番号 ： 1］）
PLL制御スーパーヘテロダイン方式
20dBμV

使 用 電 源

定 格 消 費 電 力
消 費 電 流

定 格 出 力

最 大 出 力

ひ ず み 率
周 波 数 特 性
ト ー ン 切 換

入 力 感 度 及 び
インピ ーダン ス

信 号 対 雑 音 比
ラ イ ン 出 力
シンクロドライブ
外部接続スピーカー
使 用 スピーカー
ア ン テ ナ 方 式

動 作 表 示

使 用 温 度 範 囲

外 装

寸 法
質 量
防 水 性 能

付 属 品

適 合 品

チ ュ ー ナ ー 部
受 信 周 波 数
出荷時設定受信周波数
受 信 方 式
受 信 感 度

定　格
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外観寸法図（単位：mm）
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SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
表 示
適 合 S D カ ー ド
適合US Bメモリー
ファイルシステム
ファイル保存最大数
フォルダー識別最大数
音声圧縮伸長方式
再生ビットレート
通 信 方 式
出 力
通 信 距 離
対応プロファイル
対 応 コ ー デ ッ ク
周 波 数 特 性
Ｓ ／ Ｎ 比
ダイナミックレンジ
ひ ず み 率
選 曲

付 帯 機 能

動作表示：液晶表示　バックライト：発光ダイオード　黄緑
SDA準拠SD/SDHCカード（容量32GBまで）※SDXC、SDUCは非対応
USBマスストレージクラス準拠USBメモリー（容量32GBまで）
FAT16、FAT32
999（メディアの容量およびファイルに依存） 
999（ルートディレクトリを含む）
MP3形式（MPEG1 Audio Layer3）
MP3形式 32kbps～320kbps
Bluetooth 
Bluetooth Power Class 1（10mW）
最大10m（使用環境によって異なります）
A2DP、AVRCP
SBC
20Hz～20kHz
70dB以上
65dB以上
0.2％以下
前後1曲
リピート選択（1曲リピート、全曲リピート、リレー、ランダム）、経過時間表示、一時停止、スキップ機能、
早送り早戻し機能、自動バックライトオフ機能

0.2%以下
44.1kHz、48kHz
16bit
USB2.0 Type-C
※USBホスト機能に対応していない端末では使用することができません。
　充電専用のUSBケーブルではなく、データ転送可能なケーブルを使用してください。
※データ転送用USBポートのため接続機器の充電はできません。
・音量調節機能
・外部機器側の音量自動制御機能 ※接続する外部機器音量を最大に自動設定。解除すると元の音量に戻る。
・USB接続表示灯、シグナル表示灯
・モニター（音声入力用）/ミーティング(音声入出力用)モード切換スイッチ

ひ ず み 率
サンプリング周波数
量 子 化 ビ ット 数

U S B 接 続 端 子

付 帯 機 能

オーディオインターフェース部
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SDカード/USBメモリーファイルリスト
●SDカード/USBメモリーの曲目（ファイル名）やプログラム登録された内容を下表に記録してご使用ください。
内容の変更が予測される、曲目が多いなどの場合はコピーしてご利用ください｡

トラック番号
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

曲目（ファイル名）

SDカード/USBメモリー名称： No.　

（時間）分：秒　 
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

■SD/USB/Bluetooth®プレーヤー部
音源表示

ファイル名表示トラック番号表示
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メ　モ


